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　本書は三重県度会郡大紀町に所在する野添大辻遺跡の第３次発掘調査にかかる報告書である。

　 本遺跡の調査は主要地方道伊勢大宮線（野添）地方道路整備（改築）事業に伴い、三重県 会が三

重県県土整備部から経 の 行 を けて実施した。

３　 発掘調査期間は平成26年 月 日～平成26年 月11日である。工事立会は平成27年 月16日に実施し

た。この 、道路工事の に わせて 時立会調査を実施している。

４　第３次発掘調査面積は本調査784㎡、立会調査62㎡の 846㎡である。

　発掘調査体 は次の通りである。

　　調査主体　三重県 会

　　 現地調査　平成26年度

　　調査 当　三重県埋蔵文化財センター　調査 　主 　小 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 師　小原雄也

　　　　　　　発掘調査 業 　　　株式会社 文工業

　　　　　　　 分 業 　株式会社 ・

　　 整 業　平成27年度

　　整 当　三重県埋蔵文化財センター　調査 　 師　小原雄也

６　本書の 、遺物 の は小原があたった。

　 発掘調査およ 整 業に しては、地 野添地 の方 をはじ 、 記の 機関に ・

を った。記して したい（ ）。

　　 川 、 　大 、大紀町 会、三重県県土整備部

　調査 面、 、出土遺物は三重県埋蔵文化財センターが している。



　

　 本書では、国土地 発行の1 25 000地形 国 野 脇出 伊勢 原 （平成12年10月発

行）、三重県 タ 地 の1 2500地形 （06 811番）を いた。

　　 三重県 タ 地 は、三重県市町 事 の 認を て した（ 認番号 三 地第

93号）。

　 は東京 平 面（T ）を基 とした。

３　本書で いた は世 地 に基 くものである。方 は第 の 北で した。

４　本書で いる遺構 号は のとおりである。

　　 柱列　 掘立柱建物　 井戸　 土坑　 明遺構　

　　 柱穴・小穴

　 土 の 記は、小 正 ・竹原 雄編 版 土 （日本 事業株式会社、1967年 版）に

った。遺物 表における土器の 調表記もこれに う。

６　遺物実 の は のとおりである。

　　土器・陶 器（1 4）、泥塔（1 1）、 器（1 2）

　遺物 表の 例は の通りである。

　　・ 調は 面の 、 土 の 名を記す。

　　・ 土の さは、 ・ ・ ・ の４段 である。

　　・ 土器の は、 12分 して す。 例 部３ 12 。 12 のものは、 部 な

どと す。 た、土師器皿の は記していない。

　　・実 番号は、遺物実 番号である。

　 は の文 に し、 文 も に記した。

　遺構 表、遺物 表は に した。

10　 版中の遺物に した番号は 遺物の報告書番号と する。 た、遺物 は である。
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（ ）調査

　県道伊勢大宮線は、伊勢市から 大宮町を

40 の主要道である。この道路は主に宮川 いの

間部を通り、 部に な 間が するた 、

地 で 建 拡幅工事がなされている。

　野添大辻遺跡は、 の道路改 工事を 機に

たに発見された遺跡である。 確認調査で判明し

た 2 780㎡の調査面積について、調査原因者の三

重県伊勢建 事 所との により本発掘調査が

要とされた。業 の都 から、平成24年度から平

成26年度の３か年にわたり発掘調査が行われた（第

）。事 の経過は、 行 の 野添大辻遺

跡（第 次）発掘報告 （ ）、 野添大辻遺跡（第 次）

発掘報告 （ ）、（ 、 第 次報告 、 第 次報告

という）を されたい。

（ ）第３次調査

　第 次調査で907㎡、第 次調査では1 023㎡、第

３次調査では本調査784㎡、工事立会62㎡の 846㎡

の調査を実施した。第３次調査をもって本発掘調査

は した。この に道路工事の に わせて、

時立会調査を行っている。

（３）調査

　第３次調査は平成26年 月 日に し、平成26

年 月11日に した。 た、本調査 に第

次調査 ・ の 地で立会調査を実施した。

　調査の経過に関しては の通りである。

調査日 （ ）

　2014年（平成26年）

　４月10日　現地 （伊勢建 事 所）。

　 月 日　現地 （ 文工業）。

　 月22日　現 の段 確認 。

　 月23日　 重機掘 。

　 月28日　 北東より遺構 出 。

　 月30日　 3004の 出。 落 により上部が

埋 した状 を確認。

　６月10日　 。

　６月12日　 重機掘 。

　６月17日　 16 より泥塔出土。

　６月19日　 遺構掘 。

　 月 日　 。

　 月 日　３ 重機掘 。

　 月10日　 号 近のた 工。

　 月12日　現地 明会 。

　 月15日　３ 遺構掘 。

　 月16日　３ 。

　 月17日　 埋 し 。

　 月19日　 3005掘 業と重機による

ち り。３ 埋 し 。

　 月22日　 ・３ 埋 し 。

　 月23日　 3004掘 業と重機による

ち り。

　 月25日　 3004調査 。 埋 し 。

　 月29日　 現地 （伊勢建 事 所・ 文工業）。

埋 し状 の確認。

　 月６日　 査の実施。

　2015年（平成27年）

　 月16日　 第 次調査 ・ 地の工事立会

を実施。

（ ）

　・ 県埋蔵文化財 条例第48条第 項 知の埋

蔵文化財 蔵地における土 工事 の発掘通知

書 （県 あて三重県知事通知）

　　平成23年 月31日 　伊建第562号

　・ 文化財 第99条第 項（県 会

あて埋蔵文化財センター所 通知）

　　平成26年 月 日 　 埋第47号

　・ 文化財 第100号第 条 埋蔵文化財の発

見・認 について （大 あて県

会 通知）

　　平成26年 月14日 　 第12 4417号

（ ）

　調査期間中には 85名の見 者があり、発掘調

査成 の を行った（ ）。

　平成26年 月12日（土）に現地 明会を実施し84
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１ 風景

名の があった。平成27年３月14日（土）の三重

県埋蔵文化財センター 野分室で した発掘成

報告会 おも いもんで したん わ 三重

４ では、遺物 およ を行い141名の

があった。

　

（ ）調査

　第３次調査地は遺跡 の南西 にあたる（第

３・４ ）。発掘調査は道路 路線内のうち、

確認調査で遺構が確認された 所を にした。調

査 名は現道 路を 、東から ～３ の名

を えた。

　遺物の り上 に いる リ ドは平面

（世 地 ）に して したが、第 ・

次調査とは 立したものである（第 ）。 リ ド

の は、調査 をす て ーできるように、

－175 583 、 44 564 を原 とした４ 方 を

し、 軸方 （西から東）は 字を、 軸方 （北

から南）は を し、 北西 を小

リ ドの名 とした（例 ３など）。

（ ）遺 掘

　表土から遺構面 での 積土を重機（ ー）

で し遺構 出・掘 は で行った。井戸の

ち り、大型遺構の掘 には重機を 的に いた。

　 の調査において、落ち 状遺構（ 18・19、

17～19）を 出した。 ン を 18に

し遺構の 度を確認したうえで、遺構掘 に重機を

いる判 をした。掘 に土 の 積を の

で 度 するなかで、遺構ではないという

に った。上記の は 認により遺構を する

こととなり を記すことができないた 、 当

から出土した遺物は落ち 状遺構として と

て報告する。

（３）遺

　遺構 出段 で リ の 40 （遺

構 ード）を 成し、これをもとに 100の遺構

を 成することで、調査 体の遺構 を

した。遺構平面 、土 面 については 20

の 書き実 で行った。

　井戸など 遺構の な平面 立面 は、

10の 書き実 を行った。なお、これらの 面、

業日 は当センターで している。

　遺構番号は を き、 てに通し番号を

した。なお、報告書 成にあたり、遺構番号の 正

を行っているが、原 として調査時の番号を の

いている。 の遺構番号は、当センターの

調査 に い小地 との通し番号としている。

（ ） 遺

　出土遺物は出土年月日と遺構の 別を行い、 リ

で り上 ている。 た、報告書 遺物

（ 遺物）と （ 遺物）に分けて整 、

している。

（ ）

　遺跡の調査 について、調査 重要な 別

遺構は ー ーの６ 判（ 、 ーリ

ー ）で した。 た、調査 状 遺構、

土 面などは35 判（ 、 ーリ ー

）を 的に いた。 した について、

６ 判は タ ー ド、35 判は コン

である。 た、 タ での も

行った。

（ ）三重県埋蔵文化財センター 野添大辻遺跡（第 次）

発掘調査報告 、2014年

（ ）三重県埋蔵文化財センター 野添大辻遺跡（第 次）

発掘調査報告 、2015年
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　地 的 、 的 は 第 次報告 、 第

次報告 で な報告が成されているた 、これ

での内 をもとに 要を記した。

　

（ ）

　野添大辻遺跡（ ）は三重県度会郡大紀町にある

文時代から中世の集落跡である（第 ）。大紀町

（平成17年、 町 村が ）は三重県南部にあり、

の地形は宮川 域の 間部（ 大宮町・ 大内

村）と、熊野 に面した 岸部（ 紀勢町）に大別

される。遺跡は宮川 域の 大宮町に所在し、宮川

を30 上した 65 の地 に立地する。

　宮川の右岸 にあたる （778 ） 国見

（734 ）などの 地は、 代伊勢国と 国の国

であった。これらの より発する宮川 の 川

を 上し、 を えれ 17 ほどで ・

に る。 た、大内 川を経て熊野 道をたどれ

熊野三 に く。当地は 伊勢、 、熊野を

にあたる。

（ ）

　宮川は、中央構 線 のうち三 川 成 に

し、遺跡 の基 は泥 である。宮川上

川・大内 川は を北 し、 ・泥 ・

ー などを 域に している。

（３）

　宮川は三重県・ 県 の大 原を とし、

中 域で大内 川・ 川・ 川・ 川などの

を えながら県南部を東 する。

　宮川が大きく 行する中 域では 岸段丘が発

し、 積平野は 域にの 形成されている。段丘

面と宮川の は 30 あり、 い 状となる。

　野添大辻遺跡はこの宮川中 の右岸段丘上に

する。当地は宮川と 川の にあたり、 的

大きな段丘面が形成されている（第３ ）。

　

（ ）

　宮川中 域には 器から 文時代の遺跡が 多

く知られている。 器時代の遺跡は、宮川と

の 川の にある出 遺跡（ ）がある（ ）。

形 器 ーなど 品のほか、多く

の も出土している。

　 文時代は野添大辻遺跡のほか、大紀町 原の

遺跡（11）で 文 期から 期にかけての 穴

土坑などが確認され（ ）、 期の土器は 型

文土器編年における 上 式の代表例とされてい

る。野 遺跡（ ）は 期が主体で、 期～ 期の

土器・ 器 状 が されている。

（ ）

　当時期 は、遺跡の分布が に する。大

西遺跡（４）、 遺跡（６）など小 な 時

代の 布地がある。 時代には滝原地 の 者野

が知られている 度である。

　当地の 代を る上で重要なのは、 大 宮の別

宮にあたる滝原宮であるが、当地域では 代の遺跡

についても は 明である。

（３）

　宮川 岸の川添地 には中世 が見られる。

井 跡（14）は平地の で か所に が確認さ

れる。 跡（18）は、 地の 上に立地する

14～15世紀の小 な である。

　 する大 町には、北 かりの 跡である

三 跡 三 跡が見られる。南北 から戦国

時代にかけて、この地域の南 勢 の北 が勢

を 、 を確立していった。

（ ）大 町出 遺跡調査会 出 遺跡調査報告書 、1979年

（ ）三重県 会 埋蔵文化財発掘調査報告（

遺跡）、1983年
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２ 遺跡 （1 50 000 土 1 25 000 ）

３ 遺跡 （1 8 000）
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４ 調査区 （1 3 000）

（1 800）
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（ ）

　基本 は の通りである。なお、第 ～３次

調査 間の の は、土 柱状 およ 表

に した（第 ・ 、第 表）。

　　 現代 土・ 土 （表土）

　　 近世～近代の 土 整地

　　 中世の遺物 （ 土 を ）

　　 土

　　 ～ シ

　　 明 土～ （地 ）

　 は表土で、 ・ の 土・ 土である。

は近世～近代の 土 整地 で、 の間に

背の丘 からの 出土と られる が

れることがある。

　 は主に 土を とする土 ないし

土である。中～近世の に 因する であ う。

中には中世の遺物が れ、 に本 の上面から

り 中世遺構が認 られる。しかし、 所で

株跡が確認されるほか、 面は が著し

いた 、本 上での遺構の は であった。

　 はいわ る 土である。 などの

物は に ない。本 は 的に上 ・中 ・

に 分したが、 の 方 化は 的である。

なお、第 ・３次調査では本 の上・中 からは

（6 300 ）と られる が 出されており、

第 次調査で確認された 文 期の遺構との関 で

目される。

　 は地 である段丘 積物の 上に形成された

土 である。本 の上面が第 次調査の 文 期遺

構 出面に する。土 分 では は 出さ

れなかったことから、本 は の に形成

された であると される。

　 は段丘の 積物である 土 たは

である。表 は などを 、 化がよく

んだ な 土 であるが、 は 大 の を

多く んだ となり、 61 5 近で

に い の となる。 における井

戸の ち り調査により、この を が

となり、井戸の として されていたこ

とが判明した。

（ ）調査

　調査 の土地 は ～３ は 地である。中

世遺構面の 地 の は、南西から北東に

かけて かに くなる。 の は３ 南西

で 64 9 、 北東 で 63 8 である。

　遺跡 体で ～ の を すると、第 次

調査 ・ が64～66 と も く、第 次調査

３～ にかけて 61～62 と も くなる。第

次調査 は63 で が小さく、さらに西

の第３ にかけて かに する地形となる。

（３）遺

　 ～３ の遺構は 上面を 出面とした。

では の上面で遺構 出を行ったが、基 となる

土の遺 状 が く、部分的な で の

上面で 出を行った。なお、 ～３ では調査

に 上面での 遺構確認を行ったが、遺構・

遺物は認 られなかった。

　

（ ） 遺

　 の調査では主に室町時代（戦国期）の遺構を

出した。第 次調査の に近く、15世紀代の遺

構・遺物が多く られた第 次調査とは遺構の

が 異なる。 た、 文時代 期の遺構は確認で

きなかった。

　 ～３ は地形 遺構の が近 するた 、

と て報告を行う。文中で れていない遺構の

については、 の遺構 表を されたい。

　なお、中世の遺構の時期は伊 による中世

土器の編年に い、南伊勢中世（ 、 中世 ）

～ 期と表記する。 中世 平 ～ 時

代、中世 室町時代（戦国期 ）、中世 戦

国期に 当する（ ）。
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２区遺 （1 200）

　 9 ～10 　





カ
ク
ラ
ン

調
査
区
土

（
1
10
0）

１
１
～
３
区

　
Ⅰ
：
現
代
耕
土
・
床
土
・
盛
土
等

１
～
３
層

　
Ⅱ
：
近
世
～
近
代
耕
土
・
整
地
層
等

４
層

　
Ⅲ
：
Ⅳ
層
以
下
の
土
壌
化
層
（
中
世
の
遺
物
を
包
含
）

５
層

　
Ⅳ
：
黒
ボ
ク
土
（
中
世
遺
構
の
基
盤
層
で
、
下
方
変
化
は
漸
移
的
。
便
宜
的
に
 

 
 
 
 
 
上
位
・
中
位
・
下
位
に
分
層
。
上
・
中
位
は
K
-
A
h
を
含
む
）

６
～
８
層

　
Ⅴ
：
褐
灰
色
～
暗
黄
灰
色
シ
ル
ト
（
第
１
次
調
査
の
縄
文
早
期
遺
構
面
に
対
応
）

９
層

　
Ⅵ
：
明
黄
褐
色
粘
土
～
極
細
砂
（
地
山
）

1
0
～
1
2
層

　 11 　



１
～

３
区

　
土

層
断

面
図

注
記

１
　

5
Y
5
/
1
灰

色
粗

砂
混

じ
り
シ

ル
ト

層
（

現
代

耕
土

）
 

２
　

5
Y
6
/
1
灰

色
シ

ル
ト

～
極
粗

砂
層

（
５

～
1
0
㎜

の
中

礫
を

多
く

含
む

、
旧

耕
土

）

３
　

2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
床

土
）

　

４
　

1
0
Y
R
5
/
2
灰

黄
褐

色
極

粗
砂

層
（

2
0
～

3
0
㎜

の
中

礫
を

2
0
％

含
む

、
撹

乱
）

５
　

1
0
Y
R
4
/
1
褐

灰
色

極
粗

砂
～

細
礫

層
（

中
世

包
含

層
）

６
　

2
.
5
Y
2
/
1
黒

色
シ

ル
ト

層
（

極
粗

砂
を

2
5
％

含
む

、
黒

ボ
ク

土
上

位
）

７
　

5
Y
2
/
1
黒

色
シ

ル
ト

層
（
黒

ボ
ク

土
中

位
)

８
　

5
Y
2
/
1
黒

色
シ

ル
ト

層
（
5
Y
7
/
2
灰

白
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
５

％
、

５
㎜

の
中

礫
５

％
含
む
、

　
　

黒
ボ

ク
土

下
位

）

９
　

2
.
5
Y
5
/
2
暗

灰
黄

色
シ

ル
ト

層
（

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
2
5
％

含
む

）
 

1
0
　

2
.
5
Y
6
/
4
に

ぶ
い

黄
色

粘
土

層
（

地
山

）

1
1
　

2
.
5
Y
6
/
4
に

ぶ
い

黄
色

大
礫

混
じ

り
中

礫
層

（
地

山
）

1
2
　

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
色

細
砂

層
（

地
山

）

1
3
　

1
0
Y
R
6
/
6
明

黄
褐

色
シ

ル
ト

層

1
4
　

1
0
Y
R
4
/
1
褐

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

㎜
の

中
礫

を
５

％
含

む
）

　

1
5
　

1
0
Y
R
3
/
1
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
1
0
Y
R
7
/
6
明

黄
褐

色
シ

ル
ト

ブ
ロ

ッ
ク

１
％

含
む

）

1
6
　

1
0
Y
R
2
/
2
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
土

坑
埋

土
）

1
7
　

2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
土

坑
埋

土
）

1
8
　

1
0
Y
R
2
/
3
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
P
i
t
埋

土
）

1
9
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

㎜
の

中
礫

を
５

％
含

む
）

2
0
　

2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

～
1
0
㎜

の
中

礫
を

1
0
％

含
む

、
S
K
3
0
0
8
埋

土
）

2
1
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
S
K
3
0
0
8
埋

土
）

2
2
　

2
.
5
Y
6
/
1
黄

灰
色

極
細

砂
層

（
2
.
5
Y
8
/
3
淡

黄
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
５

％
含

む
、

S
K
3
0
1
1
埋
土
）

2
3
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

極
細

砂
層

（
S
K
3
0
1
1
埋

土
）

2
4
　

2
.
5
Y
4
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
層

（
５

～
1
0
㎜

の
中

礫
を

2
5
％

含
む

）

2
5
　

2
.
5
Y
8
/
4
淡

黄
色

シ
ル

ト
層

（
2
.
5
Y
5
/
1
黄

灰
色

シ
ル

ト
ブ

ロ
ッ

ク
2
5
％

含
む

）

2
6
　

2
.
5
Y
3
/
1
黒

褐
色

シ
ル

ト
層

（
風

倒
木

埋
土

）

2
7
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
5
0
㎜
の
中
礫
を
５
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

2
8
　
1
0
Y
R
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
3
0
～
5
0
㎜
の
中
礫
を
１
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

2
9
　
2
.
5
Y
7
/
3
浅
黄
色
シ
ル
ト
層
（
5
0
～
1
0
0
㎜
の
中
・
大
礫
を
2
5
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

3
0
　
2
.
5
Y
5
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
2
.
5
Y
7
/
3
浅
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
、
５
～
1
0
㎜
の
中
礫
を
５
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

3
1
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
極
粗
砂
を
多
量
に
含
む
、
３
～
５
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
風
倒
木
埋
土
）

3
2
　
2
.
5
Y
6
/
2
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
含
む
）
　

3
3
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
4
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
1
0
0
～
2
0
0
㎜
の
大
礫
を
５
％
、
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
含
む
、
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
5
　
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
５
～
1
0
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
6
　
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
極
粗
砂
混
じ
り
シ
ル
ト
層

　
　
（
1
0
0
～
2
0
0
㎜
の
大
礫
を
多
量
に
含
む
、
S
E
3
0
1
5
埋
土
）

3
7
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

3
8
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
５
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

3
9
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
0
　
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
層
（
５
～
1
0
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

4
1
　
1
0
Y
R
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
2
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
風
倒
木
埋
土
）

4
3
　
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
風
倒
木
埋
土
）

4
4
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
5
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
6
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
５
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

4
7
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

4
8
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
1
0
～
2
0
㎜
の
中
礫
を
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土

)

4
9
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
1
0
～
2
0
㎜
の
中
礫
を
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
0
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
1
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
2
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
3
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
4
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
5
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
を
2
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
6
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

5
7
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
8
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

5
9
　
2
.
5
Y
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
0
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
2
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

6
1
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
2
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
3
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
4
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

6
4
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
5
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
6
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
7
　
2
.
5
Y
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

6
8
　
2
.
5
Y
3
/
1
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

6
9
　
2
.
5
Y
4
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
6
明
黄
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
0
　
2
.
5
Y
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
6
明
黄
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
1
　
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色
シ
ル
ト
層
（
7
.
5
Y
4
/
1
灰
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
５
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
2
　
7
.
5
Y
6
/
1
灰
色
シ
ル
ト
層
（
３
㎜
の
中
礫
を
2
5
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
3
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

7
4
　
2
.
5
Y
3
/
2
黒
褐
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

7
5
　
2
.
5
Y
2
/
1
黒
色
シ
ル
ト
層
（
2
.
5
Y
6
/
6
明
黄
褐
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
1
0
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
6
　
2
.
5
Y
5
/
2
暗
灰
黄
色
シ
ル
ト
層

　
　
（
2
.
5
Y
5
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
ブ
ロ
ッ
ク
2
0
％
、
１
～
２
㎜
の
極
粗
砂
を
５
％
含
む
、
土
坑
埋
土
）

7
7
　
2
.
5
Y
4
/
1
黄
灰
色
シ
ル
ト
層
（
土
坑
埋
土
）

調
査
区
土

柱
状

（
1
60
）

　 12 　



10 ３区遺 （1 200）

11 １区掘立柱建物・柱列遺 （1 100）
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（ ） ３ 遺 （第 ）

　本調査 では、主に中世 期の遺構が認 られた。

遺構は と 北東 、３ 北東 に 的多く

確認された。 は調査 中央から南西にかけ、遺

物が となる。

写真図版

　 で建物 棟と柱列４条、 で建物 棟、３

で建物 棟を確認した。

図

　 中央で 出した掘立柱建物で、３間 間

上の 柱建物と えられる。 行5 1 、 行4 5

上で、主軸の方 は 26 をとる。柱穴からは

15世紀 ～16世紀 の土師器皿・鍋（ ～４）

が出土した。 する 16 からは泥塔（ ）

が出土している。

図 図版

　 3028の柱穴と えられ、平面形は 42 の

形で、 さ67 5 である。第 では、柱穴北

の で、泥塔（ ）が正立した状態で出土した。

出土状 から泥塔は柱が き られた に、柱穴を

埋 す過 で柱穴内に されたと される。

　埋土からは、泥塔の に中世 期と見られる土師

器鍋の小 が出土した。 な時期特 は であ

るが、15世紀中 ～16世紀 の に収 ると

えられる。

図

　 北 で 出した掘立柱建物で、３間 間の

柱建物と えられる。 行5 7 、 行3 6 で、

主軸の方 は 22 をとる。柱穴からは16世紀

の土師器皿・鍋（ ・６）が出土した。

図

　３ 北 で 出した掘立柱建物で、３間 間

上の 柱建物と えられる。 行6 3 、 行1 8

上で、主軸は 57 をとる。柱穴からは中世

期と られる土師器小 が出土している。

12 ２・３区掘立柱建物遺 （1 100）
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13 16 Pit 出土状況 （1 5）

Ｃ16　Pit５

　１．10YR2/1 黒褐色シルト層

　２．10YR2/1 黒褐色シルト層

　　（10YR7/3 にぶい黄色シルト

　　　ブロック１％含む）

　３．2.5YR5/1 褐灰色シルト層

　　（粗砂 5％含む）　

　４．5Y2/1 黒色シルト層

　　（黒ボク土中位）

　５．5Y2/1 黒色シルト層

　　（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、

　　　５mm の中礫５％含む、黒ボク土下位）

　６．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層

　　（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）
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図

　 中央の柱列で、３間分（5 6 ）を 出した。

主軸は 64 をとる。中世 期と見られる土師器

皿 が出土している。

図

　 中央の柱列で、３間分（6 3 ）を 出した。

主軸は 64 をとる。中世 期と見られる土師器

小 が出土している。

図

　 中央の柱列で、３間分（6 1 ）を 出した。

主軸は 46 をとる。

図

　 中央の柱列で、３間分（5 1 ）を 出した。

主軸は 46 をとる。

　 で 基、 で 基の井戸を確認した。

図 写真図版

　 北 で 出した の井戸で、掘形の

1 8～ 、 の内 0 6～1 0 、 さ 2 9 を

る。 出段 で上 から 0 5～1 0 の が

落していたた 、この の の構 は確認でき

なかった。

　 は ー の 平な を小

積 して構築するが、 段の 大型の を に

えている。 の 土は ～20 であり、

井戸上部から 部に けて くなる。井戸の 部

には 施 としての きなどは確認でき

なかった。

　掘形は を通さない い で掘られている。

この より上 の が であり、

から が集 ってくる。

　井戸の埋土から、16世紀 の土師器皿・鍋（11

14 ＳＥ3004遺 （1 40）

ＳＥ3004

　１．10YR3/1 黒褐色シルト層

　　（極粗砂を多量に含む、300mm 大の巨礫・井戸枠の崩落石を多量に含む、枠内埋土）

　２．10YR4/1 褐灰色シルト層（50～100mm の中・大礫を多量に含む、枠内埋土）

　３．10YR4/1 褐灰色シルト層（100～300mm の大・巨礫を多量に含む、枠内埋土）

　４．10YR4/2 灰黄褐色粗砂層（50mm の中礫を５％含む、枠内埋土）

　５．10YR4/1 褐灰色粗砂層

　　（粘土ブロック５％、200～300mm の大・巨礫を 10％含む、枠内埋土）

　６．10YR4/1 褐灰色シルト層（粗砂を多量に含む、掘形埋土）　 

　７．10YR4/1 褐灰色粗砂層（50～100mm の中・大礫 25％含む、掘形埋土）

　８．2.5Y6/4 にぶい黄色粘土層（地山）

　９．2.5Y6/4 にぶい黄色大礫混じり中礫層（地山）

　10．2.5Y7/3 浅黄色細砂層（地山）

　 16 　



～21）が出土した。

　構 が類 するものに 第 次報告 で確認され

た 2035が られる。 2035では の

を り いた を える いはあるものの、

の基本的な構 は じものである。

図 写真図版

　 南 で 出した井戸で、掘形の 1 5～1 7

、内 1 1 である。 の地 が のた

出面より2 6 の 地 で掘 を中 した。 に

よる土 施 が確認できないことから、 井戸

があったものと される。

　井戸埋土からは土師器皿、 茶椀、 陶器壺（22

～25）が出土し、時期は14世紀 と えられる。

図 写真図版

　 北 で 出した 井戸で、遺構の大 が調

査 がるた 、 さは 明である。調査

面が なた 出面より さ1 0 で掘 を

中 した。

　 は ー の 平な を小

積 して構築する。掘 度の都 により、 の

構 は 明である。

　井戸の埋土から、16世紀 の土師器皿・鍋・

（26～33）などが出土した。

図 写真図版

　 北 で 出した 形土坑で、 が1 5 1 0

、 さ25 を る。出土遺物には中世 期の土師

器皿・鍋（34・35）がある。

　 北 で 出した土坑である。調査時の 平に

より、形態は 明である。出土遺物には16世紀

の土師器鍋（36～38）がある。

　 中央で 出した 整形土坑で、 が1 9 1 3

、 さ20 を る。出土遺物には中世 期の土

師器皿（39）がある。

　 中央で 出した土坑で、土坑の東 が 平さ

れたた は2 4 0 7 上、 さ32 と えら

れる。出土遺物には中世 期の土師器皿、 戸天

目茶椀（40～44）がある。

　 北 で 出した土坑で、土坑の東 が 平さ

れたた は3 0 0 7 上、 さ40 と えら

れる。出土遺物には中世 期の土師器皿・鍋、

（45～59）などがある。

　 北 で 出した土坑で、土坑の東 が 平さ

れたた は2 0 0 7 上、 さ50 と えら

れる。出土遺物には 椀（60）の小 がある。

　 の中央で 出した 形土坑で、 は2 6

2 2 、 さ42 を る。出土遺物には 型６型

式の 茶椀（62）がある。

15 ＳＥ3009遺 （1 40）

ＳＥ3009

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（20～50mm の中礫を５％含む）

　２．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（20～50mm の中礫を 50％含む）

　３．5Y2/1 黒色シルト層（100～200mm の大礫を５％含む）

　４．2.5Y4/1 黄灰色シルト層

　５．2.5Y5/1 黄灰色シルト層（粗砂～細礫を多量に含む）

　６．2.5Y6/2 灰黄色極粗砂～細礫層

　７．2.5Y5/1 黄灰色粘土層（100～200mm を多量に含む）

　８．5Y2/1 黒色シルト層（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、５mm の中礫５％含む、

　　　黒ボク土下位）

　９．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）

　10．2.5Y6/4 にぶい黄色粘土層（地山）

　11．2.5Y6/4 にぶい黄色大礫混じり中礫層（地山）
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16 ＳＫ3001・3007・3008・3011・3012・3021遺 （1 40）

ＳＫ3008

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（5mm の中礫を５％含む）

　２．2.5Y5/1 黄灰色シルト層（5mm の中礫を 10％含む）

　３．10YR2/3 黒褐色シルト層（Pit 埋土）

ＳＫ3011

　１．2.5Y6/1 黄灰色極細砂層（2.5Y8/3 淡黄色シルトブロック 5％含む）

　２．2.5Y5/1 黄灰色極細砂層

ＳＫ3007

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（10～30mm の中礫を 25％含む）

　２．2.5Y3/1 黒褐色シルト層

　３．2.5Y2/1 黒色シルト層（極粗砂を 25％含む、黒ボク土上位）

ＳＫ3012

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層（5～10mm の中礫を 25％含む）

　２．2.5Y8/4 淡黄色シルト層（2.5Y 黄灰色シルトブロック 25％含む）

ＳＫ3021

　１．2.5Y4/1 黄灰色シルト層

　２．2.5Y3/1 黒褐色シルト層

　　　（2.5Y8/4 淡黄色シルトブロック 10％、５mm の中礫５％含む）

　３．2.5Y2/1 黒色シルト層（2.5Y8/4 淡黄色シルトブロック 10％）

ＳＫ3001

　１．10YR4/１褐灰色シルト層
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　 図 写真図版

　 北 で 出した 整 形のもので、 3018

により 平される。 は2 6 2 2 、 さ62 で

ある。埋土の第 では、偏平な が重なっ

た状態で出土した。これらには 工 は確認されな

い。土坑 部の埋土となる第 には、15 の大

が土坑中央にかけ かれた状 が確認できた。出

土遺物には16世紀 の土師器皿（61）がある。

　 図 写真図版

　 の南 で 出した 形の土坑状遺構で は

3 0 2 6 、 さ78 を る。埋土の第３・４ に

は、 を ない 土が多 に れる。出土遺

物は見られ 、時期は 明である。

　 で 18・19、 17～19にかけて 出した遺構

であるが、調査時の 認により重機で 平したた 、

形態は 明である。 の遺構が 在したことも

えられる。 上面で による 出を行った に

18～ 17・18の で と って遺物が出土した。

土師器皿・茶 、 ・壺、 椀（63～70）

がある。

（ ）伊 南伊勢・ 地域の中世土器 三重県

編 、三重県、2008年

17 ＳＫ3020遺 （1 40） 18 ＳＺ3010遺 （1 60）

ＳＫ3020

　１．2.5YR4/1 黄褐色シルト層

　２．2.5YR3/1 黒褐色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック５％含む）

　３．10YR2/1 黒色シルト層

　　（2.5Y8/4 淡黄色シルトブロック５％含む、50mm の中礫を多く含む）

　４．2.5Y6/4 にぶい黄色シルト層（30～150mm の中・大礫を多く含む）

　５．2.5Y8/4 淡黄色粗砂～細礫層（150mm の大礫を多く含む）

　６．5Y2/1 黒色シルト層（黒ボク土中位）

　７．5Y2/1 黒色シルト層（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、５mm の中礫５％含む、

　　　黒ボク土下位）

　８．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）

ＳＺ3010

　１．2.5Y3/1 黒褐色シルト層

　２．2.5Y4/1 黄灰色シルト層

　３．7.5YR5/2 灰褐色シルト層（7.5YR7/6 橙色シルトブロック 25％含む）

　４．7.5YR7/6 橙色シルト層（焼土層）

　５．5Y2/1 黒色シルト層

　６．5Y6/2 灰オリーブ色粘土層

　７．5Y2/1 黒色シルト層（黒ボク土中位）

　８．5Y2/1 黒色シルト層（5Y7/2 灰白色シルトブロック５％、５mm の中礫５％含む、

　　　黒ボク土下位）

　９．2.5Y5/2 暗灰黄色シルト層（2.5Y7/3 浅黄色シルトブロック 25％含む）

　10．2.5Y6/4 にぶい黄色粘土層（地山）
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２ 遺

井戸・土坑・性格不明遺構

遺構名 地区 グリッド 性格 時期 形状 規模（ｍ） 深さ（㎝） 主な出土遺物 備考

ＳＫ3001 1 Ｂ18 土坑 中世Ⅲ 楕円形 1.5×1.1 29 土師器皿・鍋、陶器甕

ＳＫ3002 1 Ｃ17 土坑 中世Ⅳ 円形 1.9×1.8 15 土師器鍋

3003 欠番

ＳＥ3004 1 Ａ18 井戸 中世Ⅳ 円形 5.0×4.5 288
土師器皿・鍋・羽釜、山茶
椀、常滑産甕、渥美産甕、
古瀬戸口広有耳壺

石組井戸

3005 欠番

ＳＫ3006 1 Ｃ17・18 土坑 中世Ⅳ 不明 3.5×2.0以上 16 土師器鍋

ＳＫ3007 1 Ｄ16 土坑 中世Ⅳ 不整形 1.9×1.3 20 土師器皿・鍋

ＳＫ3008 1
Ｃ15・16、Ｄ15・

16
土坑 中世Ⅲ 不明 2.4×0.7以上 32 土師器皿・鍋、古瀬戸椀

ＳＥ3009 1
Ｇ14・15、Ｈ14・

15
井戸 中世Ⅲ 楕円形 1.7×1.4 （214）

土師器皿、山茶椀、灰釉陶
器壺、青磁

ＳＺ3010 1 Ｆ14 性格不明 不明 円形 3.0×2.6 78 なし
焼土を大量に
含む

ＳＫ3011 1 Ａ18 土坑 中世Ⅲ 不明 3.0×0.7以上 40 土師器皿・鍋・羽釜、青磁
土師器鍋が多
い

ＳＫ3012 1 Ｂ17 土坑 中世Ⅱ 不明 2.0×0.7以上 50 土師器皿、青磁

ＳＫ3013 1 Ｃ16 土坑 中世Ⅳ 円形か 1.3×0.6以上 58 土師器鍋

ＳＫ3014 2 Ｈ11、Ｉ11 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

不整形 1.8×1.0 31 土師器鍋か

ＳＥ3015 2 Ｈ11・12 井戸 中世Ⅳ 円形か 1.4以上 （100） 土師器鍋 石組井戸

ＳＫ3016 2 Ｋ11 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

円形 0.8×0.8 31 土師器鍋か

ＳＫ3017 2 Ｋ10 土坑 中世Ⅳ 楕円形 0.8×0.6 31 土師器鍋

ＳＫ3018 2 Ｋ9・10、Ｌ９・10 土坑 中世Ⅳ
不整長方

形
8.3×3.7 36 土師器皿・鍋

ＳＫ3019 2 Ｋ10 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

楕円形 1.0×0.8 33 土師器鍋か

ＳＫ3020 2
Ｌ10・11、Ｎ10・

11
石敷土坑 中世Ⅳ

不整楕円
形

2.6×2.2 62 土師器皿

ＳＫ3021 2
Ｌ７・８、Ｍ７・

８
土坑 中世Ⅱ 楕円形 2.0×1.8以上 42 土師器鍋、山茶椀

ＳＫ3022 2 Ｎ６ 土坑 不明 円形か 1.5×0.9以上 33 なし

ＳＫ3023 2 Ｎ６、Ｏ６ 風倒木 不明 不整形 4.1以上×3.5 26 なし

ＳＫ3024 2 Ｎ６ 土坑 不明 円形か 1.6×1.3 71 なし

ＳＫ3025 2 Ｐ６ 土坑 中世Ⅲ 楕円形か 0.8×0.6以上 13 山茶椀

ＳＫ3031 2 Ｊ10 土坑 中世Ⅳ 円形 1.1×0.9 20 土師器皿、陶器

ＳＫ3032 2 Ｋ９ 土坑
中世Ⅲ
～Ⅳ

楕円形か 1.2×1.1以上 25 土師器鍋か

掘立柱建物・柱列

遺構名 地区 グリッド 性格 時期
主軸
方位

桁行×梁行
（間）

桁行
（ｍ）

梁行
（ｍ）

主な出土遺物 備考

ＳＢ3028 1
Ｂ16、Ｃ15～17、

Ｄ16・17
掘立柱建物 中世Ⅳ Ｎ26°Ｗ 3×2以上 5.1以上 4.5

泥塔、土師器皿・
鍋

南北棟、側柱
か

ＳＢ3029 2
Ｉ10・11、Ｊ10・
11、Ｋ11・12

掘立柱建物 中世Ⅳ Ｎ22°Ｗ 3×2 5.7 3.6 土師器鍋 南北棟、総柱

ＳＢ3030 3 Ｑ３、Ｒ２・３ 掘立柱建物 中世Ⅳ Ｎ57°Ｅ 3×1以上 6.3 1.8以上 土師器皿
東西棟、側柱
か

ＳＡ3026 1 Ｃ16・17、Ｄ16 柱列 中世Ⅳ Ｎ64°Ｅ 3 5.6 - 土師器皿、陶器

ＳＡ3027 1 Ｃ17、Ｄ16 柱列 中世Ⅳ Ｎ64°Ｅ 3 6.3 - 土師器小片

ＳＡ3033 1 Ｃ15・16、Ｄ15 柱列
中世Ⅳ
か

Ｎ46°Ｅ 3 6.1 -

ＳＡ3034 1 Ｂ16・17、Ｃ16 柱列
中世Ⅳ
か

Ｎ46°Ｅ 3 5.1 -

主軸方 は 北を基 とし、東西偏 90 内で表 。棟方 が 明なものは、南北方 を主軸とした。 は柱心 間で す。
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（ ）遺

　本次調査で出土した遺物は土器、陶 器、土 品、

品で はコン で15 、 重 は26 15

である。遺物の時期は室町時代のものが中心で、特に

南伊勢 土師器が 多く見られた。 に遺構種別

とに報告する。

図

　 ～４は 3028出土遺物である。 は 16 

出土の泥塔で、偏平泥塔に分類される（ ）。上 部の

部が するがほ 形で、 状 は である。

さ8 8 、幅3 5 、 大 2 0 、 部中央の

形の は 幅４ 、 幅３ 、 さ2 3 である。

　型により成形した に工 を いて 体を調整し、

成したものと えられる。泥塔上部の 部では

土の 目が でき、 さ の で 土の重

なりが見られる。 型に に分けて 土を し

て成形したものと えられる。

　正面には宝塔、梵字、 が見られ、これらの 像を

立体的に表現している。宝塔の 部には 、宝 、

、宝 、 、 、 、 、軸、基 が見られ

る（第20 ）。宝塔の構 では、宝 、 、 、 、

、軸、基 の がより 調されている。 方で

、宝 、 は い で表現する 異が見られる。

　軸には と 重光背、 が確認できる。 の 上

には があり梵字 と る。 体の構 、梵字

から は多宝如来 像で、 の内 に 印を ん

でいるものと えられる（ ）。

　 面・背面・ 部は、工 により器面が平 に

調整されており、 面と背面には 方 に工 の

が見られる。 た、 部 は 成 に されており、

内部には を き いた の が できる。

の き り に、 の を工 で整えている。

　野添大辻遺跡と 型品と えられる泥塔が三重県内

では 市正 跡、伊勢市 などで確認で

きる。これらの偏平泥塔との 、 について第

で ることとする。

　 ～４は 3028（ 16 ・４）出土の南伊勢

土師器で、皿（ ・３）は 12～13 である。

鍋（４）は小型鍋 である。これらは南伊勢中世（

、 中世 とする） ～ 期（３）のものである。遺構

の時期は15世紀 ～16世紀 と見られる。泥塔の

年代についても、 時期のものと えられる。

　 ・６は 3029（ 11 ）出土遺物で、南伊勢

土師器である。皿（ ）は である。鍋

（６）は 部小 で は 明。い れも中世 期

のものであ う。遺構の時期は16世紀 と見られる。

　 ～10は 出土遺物である。 ・ は 17 

から出土したもの南伊勢 土師器である。皿（ ）は

11 、鍋（ ）は 部小 である。い

れも中世 期のものであ う。

　 は 10 から出土した南伊勢 土師器の鍋であ

る。 部小 であるが、中世 期のものであ う。

10は ３ から出土した 戸・ 陶器の 椀で

ある。 が内面 体と 面 部から体部にかけて

施され、 は となる。 第 小期であ う（４）。

（３） 遺 （第 ）

　　11～19は南伊勢 土

師器である。鍋は小型の鍋 （11～13）と中型の鍋

（14～18）がある。皿（19）は 11 である。

い れも中世 期のものである。21は 戸の

壺で、 期のものであ う。 する 部は

所であるが、４ 所に ものと えられる。 面

体に が施され、 部は となる。なお、

～ 部 は 17 で出土したもので、 3004出土

の体部 と できた。20は 茶椀で、 型 型式

のもので、 品と えられる（ ）。遺構の時期は16世

紀 と えられる。

　　22は南伊勢 土師器

皿である。 13 で中世 期であ う。23は

茶椀で、 型 型式である。24は 椀である。

施 は内面 体と 面体部にされ、 は である。

は 出である。内面 部には 文が見られ

る。25は 陶器の 壺である。 基部には

する が施される。 型３～４型式と見られるこ

とから、 品と えられる。 上から遺構の時期は

14世紀 と えられる。
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19 遺物 １（1 1）

20 部

宝珠
水煙か

相輪

露盤

笠

首

軸

基壇か

宝鎖

風鐸

梵字

多宝如来坐像

蓮座
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　　26～33は南伊勢 土

師器の鍋である。26～28が小型の鍋 、29が鍋 、30

～33が中型の鍋 である。い れも中世 期のもので

ある。遺構の時期は16世紀 と えられる。

（ ） 遺 （第 ）

　　34・35は南伊勢 土

師器である。皿（34）は 12 である。鍋（35）

は 部 。い れも中世 期と えられる。遺構の

時期は14世紀 ～15世紀 と見られる。

　　南伊勢 土師器の鍋

であり、中世 期のものである。遺構の時期は15世

紀 と えられる。

　　南伊勢 土師器皿で、

は であることから、中世 期のものと見られ

る。遺構の時期は15世紀 と えられる。

　　40～43は南伊勢 土

師器皿である。40・41は ～ 、42・43は

10 である。中世 期のものである。44は 戸

椀であり、 期であ う。 が内面 体と 面体

部にかけて施 され、 は となる。遺構の時期

は、15世紀 と えられる。

　　45～57は南伊勢 土

師器である。皿（45～48）は ６～ 、皿（49～

56）は 10～13 である。鍋（57）は中型の鍋

である。これらは中世 ～ 期のものであ う。59は

ー の で 品である。遺構の時期は14世

紀 ～15世紀 と えられる。

　　 椀で、 内面に施

され、 面には 文が見られる。13世紀 ～14

世紀 のものか。

　　南伊勢 土師器の皿で、

は6 6 であることから中世 期と見られる。

遺構の時期は16世紀 と えられる。

　　 茶椀で、 型６型式

のものと見られる。

（ ） 遺 遺 （第 ）

　 18～ 17・18の で と って出土したも

のを報告する。63～66は南伊勢 土師器である。皿

は63・64が中世 期、65が中世 期のものであ

う。65は茶 の である。平面形は 形を すると見

られ、中央には偏平な が く。 は

により成形し、 り けたものである。

　67は 椀で、 内面に施 される。 面には

文が見られる。13世紀 ～14世紀 のものか。

　68～70は 陶器である。68は壺の体部 と見ら

れる。 状工 による線 があるものの、 る

ことができない。 つ 上の文字 たは記号が記され

ていると見られる。69・70は である。69は６型式期、

70は ～10型式期と見られる（６）。

（ ） 遺 （第 ）

　71～76は南伊勢 土師器である。鍋は71・72が中世

期、73が中世 期と えられる。74・75は で

ある。76は茶 と えられる。77は 椀で、 内面

に施 され、 面には 文が見られる。13世紀

～14世紀 のものか。78は陶器椀で、 面は

で、体部から で ズリである。内面には

が施される。79は 茶椀で、 型６型式と見ら

れる。

（ ）泥塔の分類は、 　大 の 成 に基 き報告す

る。なお、泥塔の分類について伊 の では野添

大辻遺跡と 型の泥塔を 舟形光背偏平宝塔型泥塔 と

している。これらの分類については第 で する。

　大 偏平形泥塔について 県 文集 、

県 会10 年記 文集編集 会、1989年

伊 泥塔 小 宮 物 紀要 、

宮 物 、1993年

（ ）泥塔の構 については、伊 、 川 名

より いただいた。

（３）南伊勢 土師器の編年は 記の に基 く。

伊 南伊勢・ 地域の中世土器 三重県

編 、三重県、2008年

（４） 戸 陶器の編年は 記の に基 く。

愛知県 別編　 業 、愛知県、2007年

（ ） 陶器、 茶椀の編年は 記の に基 く。

茶 の型式編年 戸市

紀要 、 戸市 、1982年

愛知県 別編　 業 、愛知県、2007年

（６） 陶器の編年は 記の に基 く。

中野 愛知県 別編　 業 ３、愛知県、2012年

　 23 　



21 遺物 ２（1 4）
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22 遺物 ３（1 4 59 1 2）
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３ 遺物
土製品

ＮＯ
実測

番号
種　類 器種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 重量

(g)
残存度 器面調整 胎　土 焼成 色　調 備　考

長さ 幅 厚さ 穿孔幅

1 1-1 土製品 泥塔 1 C16 Pit5 8.7 3.5 2.0 0.5 50.7 完形 工具ﾅﾃﾞ 密 良
にぶい黄褐

10YR7/3

偏平舟形光背宝塔型泥塔

焼成は土師質

土器・陶磁器　１

ＮＯ
実測

番号

種　類

（産地）
器種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 部位・

残存度
器面調整 胎　土 焼成 色　調 備　考

口径 底径 器高

2 14-3 土師器 皿 1 D16 Pit2 9.0 1.5 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4

3 14-5 土師器 皿 1 D16 Pit4 10.4 1.5 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

4 14-4 土師器 鍋 1 D16 Pit4 21.5 2/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4 外面煤付着

5 14-6 土師器 皿 2 J11 Pit2 6.8 1.8 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 にぶい橙7.5YR7/4

6 14-7 土師器 鍋 2 J11 Pit2
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/3 外面煤付着

7 14-1 土師器 皿 1 C17 Pit8 10.8 1.5 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

8 14-2 土師器 鍋 1 C17 Pit8
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/3 外面煤付着

9 14-8 土師器 鍋 2 K10 Pit1
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

10 14-9
陶器

（瀬戸・美濃）
丸椀 3 Q3 Pit1 10.0 4.4 6.3 7/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密

素地:黄灰10YR7/1

鉄釉:褐7.5YR4/3

削出高台

底部は露胎

11 3-3 土師器 鍋 1 A18 SE3004 19.0 2/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄褐10YR7/4

12 4-3 土師器 鍋 1 A18 SE3004 21.4
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/3 外面煤付着

13 3-1 土師器 鍋 1 A18 SE3004 23.2 7.8
口縁部

4/12

（外）ｹｽﾞﾘ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰黄褐10YR4/2 外面煤付着

14 2-2 土師器 鍋 1 A18 SE3004 24.0 4/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰褐7.5YR4/2 外面煤付着

15 4-4 土師器 鍋 1 A18 SE3004 27.4
口縁部

2/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR5/3 外面煤付着

16 4-2 土師器 鍋 1 A18 SE3004 29.2
口縁部

2/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 褐灰10YR4/1

17 4-1 土師器 鍋 1 A18 SE3004 31.0
口縁部

4/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 褐灰10YR4/1 外面煤付着

18 2-1 土師器 鍋 1 A18 SE3004 31.0 3/12
（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰黄褐10YR5/2 外面煤付着

19 3-2 土師器 皿 1 A18 SE3004 10.8 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

20 3-4 山茶椀 椀 1 A18 SE3004 7.6
底部

6/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，貼付ﾅﾃﾞ，糸切痕

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 にぶい黄橙10YR7/3 貼付高台

21 1-2
陶器

（古瀬戸）

口広

有耳壺
1

A18

C17

SE3004

Pit8
10.0 9.9 16.4

底部

10/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，糸切痕，施釉

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，施釉
密 良

素地:黄灰2.5Y7/2

釉:にぶい黄褐10YR4/3

底部 SE3004

口縁部 C17Pit8

22 8-3 土師器 皿 1
G14・

15
SE3009 12.8 2.2

口縁部

2/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

23 8-2 山茶椀 椀 1
G14・

15
SE3009 7.2

底部

4/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ，貼付ﾅﾃﾞ，糸切痕

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 黄灰2.5Y6/1 貼付高台

24 8-6 青磁 椀 1
H14・

15
SE3009 5.8

底部

6/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,印刻草花文,施釉
密 良

素地:灰白5Y7/1

釉:明オリーブ10GY5/2

削出高台,

高台内面露胎

25 8-1 灰釉陶器 長頸壺 1
H14・

15
SE3009

頸部

3/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,灰釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,灰釉
密 良

素地:灰白5Y8/1

釉:明オリーブ2.5GY7/1

26 5-4 土師器 鍋 2 H11 SE3015 20.2
口縁部

2/12

（外）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4 外面煤付着

27 5-2 土師器 鍋 2 H11 SE3015 21.2
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 橙7.5YR7/6 外面煤付着

28 5-1 土師器 鍋 2 H11 SE3015 22.2
口縁部

7/12

（外）ｹｽﾞﾘ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR5/3 外面煤付着

29 6-2 土師器 鍋 2 H11 SE3015 23.5
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4 外面煤付着

30 5-3 土師器 鍋 2 H11 SE3015 30.2
口縁部

1/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙7.5YR7/3 外内面煤付着

31 6-1 土師器 鍋 2 H11 SE3015 32.1
口縁部

１/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 明黄褐2.5Y7/6

32 6-4 土師器 鍋 2 H11 SE3015 33.6
口縁部

小片

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

33 6-3 土師器 鍋 2 H11 SE3015 38.6
口縁部

1/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

34 8-4 土師器 皿 1 B18 SK3001 12.3
口縁部

2/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

35 8-5 土師器 鍋 1 B18 SK3001
口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

36 7-2 土師器 鍋 1 C17 SK3006 31.2
口縁部

2/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR6/4 外面煤付着

37 7-1 土師器 鍋 1 C17 SK3006 34.8
口縁部

3/12

（外）ﾊｹ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/4

38 7-3 土師器 鍋 1 C17 SK3006 35.8
口縁部

2/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/4 外面煤付着

39 12-1 土師器 皿 1 D17 SK3007 9.0 2.7 7/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

40 9-4 土師器 皿 1
C15・

16
SK3008 7.4 1.2 6/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
やや密 灰黄褐10YR5/2
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土器・陶磁器　２

ＮＯ
実測

番号

種　類

（産地）
器　種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 部位・

残存度
器面調整 胎　土 焼成 色　調 備　考

口径 底径 器高

41 9-3 土師器 皿 1
C15・

16
SK3008 8.0 0.7 3/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
やや密 橙5YR6/6

42 9-5 土師器 皿 1
C15・

16
SK3008 10.2 3/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白2.5Y8/2

43 9-2 土師器 皿 1 C15 SK3008 10.7 2.8 完形
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
やや密 浅黄橙10YR8/3

44 9-1
陶器

（古瀬戸）

天目

茶椀
1

C15・

16
SK3008 4.6

底部

11/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ,鉄釉,錆釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鉄釉
密 良

素地:黄灰2.5Y6/1
鉄釉:黒10YR2/1

錆釉：暗赤灰10R4/1
削出高台

45 10-3 土師器 皿 1 A18 SK3011 6.2 0.9 1/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

46 10-5 土師器 皿 1 A18 SK3011 6.2 1.0 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

47 10-6 土師器 皿 1 A18 SK3011 7.2 0.8 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
密 灰白2.5Y8/2

48 10-2 土師器 皿 1 A18 SK3011 7.9 0.7 11/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

49 10-7 土師器 皿 1 A18 SK3011 10.0 2/12
（外）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

50 10-1 土師器 皿 1 A18 SK3011 11.0 1.8 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
やや密 浅黄橙10YR8/3

51 9-6 土師器 皿 1 A18 SK3011 11.4 2.5 4/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白2.5Y8/2

52 9-8 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.2 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

53 9-7 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.3 2.1 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

54 11-3 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.4 2.5 7/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/3

55 10-8 土師器 皿 1 A18 SK3011 12.4 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

56 10-4 土師器 皿 1 A18 SK3011 13.2 2/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 灰黄2.5Y7/2

57 11-1 土師器 鍋 1 A18 SK3011 28.2
口縁部

2/12

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
やや密 にぶい橙7.5YR7/3 外面煤付着

58 11-2
陶器

（常滑）
甕 1 A18 SK3011 16.2

底部

3/12

（外）ﾅﾃﾞ,工具ﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
やや粗 灰褐7.5YR4/2

60 12-4 青磁 椀 1 B17 SK3012
口縁部

小片

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鎬蓮弁文,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉
密 良

素地:黄褐10YR5/2

釉:オリーブ灰2.5GY6/1

61 12-2 土師器 皿 2
L10・11

M10・11
SK3020 6.6 1.5 6/12

（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ
密 にぶい黄橙10YR7/3

62 12-3 山茶椀 椀 2 M7・8 SK3021 13.4
口縁部

2/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 灰白2.5Y7/1

63 13-6 土師器 皿 1 B18 落込み 7.8 1.4 3/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾅﾃﾞ
密 橙7.5YR7/6

64 13-7 土師器 皿 1 B17 落込み 10.4 1.9 5/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3

65 13-4 土師器 皿 1 B18 落込み 11.0 2.8 5/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

66 13-5 土師器 蓋 1 B17 落込み
体部

小片

（外）ﾅﾃﾞ,貼付ﾅﾃﾞ,ﾕﾋﾞｵｻｴ

（内）ﾅﾃﾞ
密 にぶい橙7.5YR7/4 底部煤付着

67 12-5 青磁 椀 1 B18 落込み 13.9
口縁部

2/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鎬蓮弁文,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉
密 良

素地:灰5Y5/1

釉:オリーブ灰2.5GY6/1

68 13-3
陶器

（常滑）
壺 1 A18 落込み

体部

小片

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,線刻

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 暗赤褐5YR3/3

69 13-1
陶器

（常滑）
甕 1 A18 落込み 38.6

口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 良 灰褐5YR4/2

70 13-2
陶器

（常滑）
甕 1 A18 落込み

口縁部

小片

（外）ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾖｺﾅﾃﾞ
密 良 灰5Y6/1

71 15-4 土師器 鍋 2 K10 包含層 20.8
口縁部

2/12

（外）ｹｽﾞﾘ?,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 浅黄橙10YR8/4 外面煤付着

72 16-4 土師器 鍋 2 表土 21.0
口縁部

3/12

（外）ｹｽﾞﾘ,ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ｹｽﾞﾘ,工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

73 15-1 土師器 鍋 1 A18 包含層 22.9 1/12
（外）ﾕﾋﾞｵｻｴ,ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

74 15-5 土師器 羽釜 3 S3 包含層 24.6
口縁部

1/12

（外）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい黄橙10YR7/3 外面煤付着

75 15-2 土師器 羽釜 1 E15 包含層
体部

小片

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ｺﾅﾃﾞ
密 灰白10YR8/2

76 16-1 土師器 茶釜 1 表土 14.8
口縁部

1/12

（外）ﾊｹ,ﾖｺﾅﾃﾞ

（内）工具ﾅﾃﾞ,ﾖｺﾅﾃﾞ
密 にぶい橙7.5YR7/4 外面煤付着

77 16-3 青磁 椀 1 表土
口縁部

小片

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,鎬蓮弁文,施釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,施釉
密 良

素地:灰白5Y7/1

釉:オリーブ灰5GY6/1

78 15-3 陶器 椀 2 K10 包含層 4.6
底部

6/12

（外）ﾛｸﾛｹｽﾞﾘ,黄釉

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ,黄釉
密 良

素地:灰白2.5Y8/2

黄釉:にぶい黄2.5Y6/4

79 16-2 山茶椀 椀 1 表土 15.2
口縁部

2/12

（外）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ

（内）ﾛｸﾛﾅﾃﾞ
密 良 灰白N8/0

石器

ＮＯ
実測

番号
器　種 地区 グリッド

遺構・

層位

計測値（㎝） 重量

(g)
石材 備　考

長 幅 厚さ

59 11-4 石核 1 A18 SK3011 2.1 1.9 1.7 11.4 ﾁｬｰﾄ
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（ ）

　第 次調査で確認された 文 期遺構に関する年

代・ の ータを収集し、野添大辻遺跡におけ

る中世遺構面の 土の形成過 に関する を

ることを目的とする。

　調査では 土が 的 く、 な状態で遺

していた第３次調査 において 分 、

分 、 ン ・ ー 分 を実施し、

世 の 土の成因に ータを た。

の は、 土と の を とした（第

）。なお、 第 次報告 においても土 分 を

実施しており、本報告ではこれと した で分

を ている。

（ ）

　 分 では第 調査と に 土 から

（ ） の と

された。

　分 の 、段丘上の に 異があることが

された。第 次調査 の 地は埋 した

地 地形であることから、 分 では

な 域 が され、第３次調査 では 的 い

た であったと された。 ン ・ ー

分 では第 次調査 では シ が できるよう

な な 所が 在したが、第３次調査 では シ

が するような 原的な が がると

された。

　

 株式会社 ・ 　 　 　

（ ）

　野添大辻遺跡（第３次調査）は、度会郡大紀町野

添地内の宮川右岸の 65 の 地上に立地する

文時代と中世の集落跡である。ここでは、野添大

辻遺跡（第３次調査）の基本土 積物について、

式 分けを行い、重 物およ 物 成、

の を行い、 の を行った。

なお、 について、 分 と ン ・

ー 分 を行っている（ 分 を ）。

（ ）

　分 は、野添大辻遺跡（第３次調査）で

された 積物 である（第４表）。

　 は、 の方 で した。

（ ） 状態で11 ～13 度を した 、

（0 500 ）、 （0 250 ）、３ （0 125 ）と

４ （0 063 ）の４ の を重 、 式ふるい分け

をした。（ ）４ について、重 （

タン、 重2 96）を いて重 物と 物に

分 した。（３） 物は、 ー を

し、 物 成と の形態分類を行った。

の形態は、町 ・ 井（2003）の分類基

に い、 型平 状（ 1）、 型 字状（ 2）、

型 状（ 1）、 型 ン 状（ 2）、

型 ー 状（ 1）、 型 状（ 2）に分

類した。（４）重 物は、 を

いて ー を し、 （ ）、 方

（ ）、 （ ）、 コン（ ）、

（ ）を ・ した。（ ）４ の

は、 ほか（1986）に って 度 化型

を いて を行った。

（３）

　 に、 の 式 分け 、 物 成、

重 物 成、 の を す。

　 積物は、2 5 2 1 シ である。 式 分

けを行った 、４ が も多い（第 表）。

４ の
分析No. 地点 層位 時期 特徴 備考

1

１区

６層 上面が中世遺構検出面 黒色（2.5Y2/1）シルト（極粗砂含む）

テフラ分析、珪藻分析、
プラント・オパール分析

2 ７層 K-Aｈ降灰層準 黒色（5Y2/1）シルト
3 ８層 - 黒色（5Y2/1）シルト(灰白色シルトブロック、中礫５％含む)
4 ９層 縄文時代早期 暗灰黄色（2.5Y5/2）シルト
5 10層 - にぶい黄色（2.5Y6/4）粘土、粘性高い
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物は、 を 的多く 、 物

体に して 28 9 である。 は、

型平 状 （ 1） 型 字状 （ 2）

が多い。 型 ン 状 （ 2）

型 状（ 2）が れていた。なお、

が れていた。重 物では、 （ ）、

（ ）、 方 （ ）が多く、 （ ）

を （第６表、第23 ）。なお、 明（ ）には、

化物 が多く れていた。

　 の では、 （ ）が

1 5067 1 5113の を し、平 が1 5086であ

った（第24 ）。これら は、

（ ） の と えられる。

　 積物は、5 2 1 シ である。 式 分け

を行った 、 が も多い（第 表）。

　 物は、 類 明 が多く、

を11 8 。 は、 型平 状

（ 1） 型 字状 （ 2）あるいは

型 状 （ 2）を 。なお、

が れていた。重 物では、 （ ）

明（ ）あるいは （ ）が多く、 方

（ ） （ ）を （第６表、第23 ）。

なお、 明（ ）には、 類などの が多

く れていた。

　 の では、 （ ）が

1 5064 1 5107の を し、平 が1 5085であ

った（第24 ）。これら は、

（ ） の と えられる。

　 積物は、5 2 1 シ 土 である。 式

分けを行った 、 が も多い（第 表）。

　 物は、 類 明 が多く、

を3 2 。 は、 型平 状

（ 1） 型 字状 （ 2）を かに 。

なお、 が れていた。重 物では、

（ ）が に多く、 明（ ）も多く、

（ ） 方 （ ）を （第６表、第

23 ）。なお、 明（ ）には、 類などの

が多く れていた。

　 の では、 （ ）が

1 5070 1 5109の を し、平 が1 5088であ

った（第24 ）。これら は、

（ ） の と えられる。

　 積物は、2 5 5 2 シ である。 式

分けを行った 、 が も多い（第

表）。

　 物は、 類 明 が多く、 （ ）

も多く、 を かに 。 は、

型平 状 （ 1） 型 字状

（ 2）が かに れていた。重 物では、

（ ）が に多く、 明（ ） （ ）

を （第６表、第23 ）。なお、 明（ ）には、

類などの が多く れていた（第６表、

第23 ）。

　 積物は、2 5 6 4に い 土である。 式

分けを行った 、 が も多い（第

表）。

の ・ の

４ の 物組

分析No.
処理湿潤
重量（g）

砂粒分の粒度組成（重量g） 重液分離(g)
1φ 2φ 3φ 4φ >4φ 軽鉱物 重鉱物

1 11.34 0.109 0.049 0.099 0.139 0.395 0.123 0.010 
2 11.06 0.293 0.066 0.124 0.248 0.731 0.166 0.014 
3 11.49 0.691 0.080 0.154 0.297 1.222 0.164 0.013 
4 11.50 0.972 0.136 0.107 0.193 1.408 0.129 0.026 
5 13.27 1.329 0.242 0.169 0.272 2.011 0.163 0.036 

分類群

分析№

石英

(Qu)

長石

(Pl)

不明

(Opq)

バブル（泡）型 軽石型 急冷破砕型

ガラス

合計

軽鉱物

の合計

重鉱物

の合計平板状

(b1)

Y字状

(b2)

繊維状

(p1)

スポンジ

状

(p2)

フレーク

状

(c1)

塊状

(c2)

斜方輝

石

(Opx)

単斜輝

石

(Cpx)

角閃石

(Ho)

ジルコン

(Zi)

磁鉄鉱

(Mg)

不明

(Opq)

1 3 82 70 33 27 2 1 63 218 50 19 53 70 22 214 

2 6 122 52 12 9 3 24 204 8 4 97 31 67 207 

3 17 135 61 5 2 7 220 1 140 12 60 213 

4 34 94 77 1 1 2 207 181 10 21 212 

5 45 81 83 1 1 2 211 1 180 1 9 19 210 
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　 物は、 類 明 が多く、 （ ）

も多く、 を かに 。 は、

型平 状 （ 1） 型 ー

状（ 1）が かに れていた。重 物では、

（ ）が に多く、 明（ ） （ ）

が れ、 方 （ ） コン（ ）を

かに （第６表、第23 ）。なお、 明（ ）に

は、 類などの が多く れていた（第６

表、第23 ）。 に、町 ・ 井（2003）に と

られている T （ T）の特 について

記 する。

　 は、南 から

7 300年 に 出した 、 積物と

の をさす。この は、

の で、部 により大 なくほ

である。 型の多い は、

T （ T）の れに ると、 で を

るものがあり、 もかなり く、 い ン

をもつ（ 1 508 1 516）。もっとも、 には

和していない の 目など の い部分の

は く、1 500 の でもある。南 で

は多 の遺跡で の上 から 文土器が発見さ

れ（ 東1978）、 た中 の熊本県 大分県でも

文化 との関 が されつつある。 れによる

と、 の上 と の 土から出土する土器

は、型式を異にするようである。 から出土する

土器は の 、 、 平、 などの 型式の土

器で、上 から出土するもののうち、 も い土器

は 式およ 式である。 東（1978）は 者の

23 の 組 物組 の

24 の
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25 物 の４ の 物 物

１.軽鉱物（分析 No.1）　２.軽鉱物（分析 No.2）　３.軽鉱物（分析 No.3）　４.軽鉱物（分析 No.4）

５.軽鉱物（分析 No.5）６.バブル（泡）型平板状ガラス（No.1） ７. バブル（泡）型 Y字状ガラス (No.1) 

８. 斜方輝石 (No.1)　９.単斜輝石 (No.1)　10. 磁鉄鉱 (No.1)　11. ジルコン (No.5)

1 2

3 4

765

111098
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土器 は 文 期に るもので、 者の れは 文

期に るものとし、 を 期の にあると

えた。

　なお、野添大辻遺跡（第 次調査）では、 に

おいて （ ）が 的多く

出されている（株式会社 所2015）。

（ ）

　野添大辻遺跡（第３次調査）で された 積物

６ ～10 の について、 分 を行った。

　 の 、６ （分 ）あるいは （分

）に が多く れ、

（ ） の と された。

なお、 物に る の は６ （分

）が も く、６ が

（ ）の 期に近いと えられる。

株式会社 所2015 　第 次・第 次調査にかか

る 分 野添大辻遺跡（第 次）発掘調査報告 、

三重県埋蔵文化財センター

東 1978 南 の と土器形式 どる ん 19

巻、 出版

町  ・ 井 2003 編 、東京大

出版会、 336 

雄・ 原 ・  1986 度 化型

による の 第 紀 25、

21 30

　

 株式会社 ・ 　 　 　

（ ）

　 は、10～500 ほどの を つ

類で、 の形 れた などから多くの

種が調 られ、現 の 態から特 を する

種 が されている（小 1988、 1990）。

的に、 の 域は 域から 域 で

に 、中には 川 地などの 成

の 地においても、わ かな 分が される

とした 域 （例え コ の表面 った

の表面など）に する 種が知られている。

こうした 集の を して、 積物中の

化 集の から、過 の 積物の 積 に

ついて知ることができる。

　野添大辻遺跡は、度会郡大紀町野添地内の宮川右

岸の 65 の 地上に立地する 文時代と中世

の集落跡である。ここでは、野添大辻遺跡第３次調

査における基本土 積物中の 化 を調 、

積 について した。なお、 について

ン ・ ー 分 と 分 も行われてい

る（ 分 項目を ）。

（ ）

　 は、野添大辻遺跡第３次調査における基本土

積物の である（第４表）。

　 について、 の を行い、 分

ー を した。

　（ ） は、 度を ー ー ーに して30

過 化 を え、 ・ させ、 機物の

分 と の分 を行った。（ ） 、 を

え 時間 してから上 を し、 のコ

ドを てる。この 業を ほど り した。

（３） を 心 に 収し、

で り、 ー に し させた。

は、 ン で し ー を

した。

　 した ー は 600 およ 1500

で し、 化 について ・ した。い

れの も が ないた 、 ー

面を した。 は、 形と 形（原 と

して 分 度 っている ）に分けて し、 形

の出現 として した。 た、 重 と

ー 上の 面積から 積物 当たりの を

した。

（３）

　 化 の 種 は、主に小 （1988）お

よ （1990）が し、 ・ 井（2014）に

より された 種 に基 いた。なお、

種 の 種については、 布種（ ）

として った。 た、 のた の に

とど た分類 は、 の種 を 明（ ）として っ

た。 に、 （1990）が した 域におけ

る 種 の 要を す。
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　 川上 部の 部に集中して出現する種 であ

る。これらは、 面 体で に ったりと り い

て しているた 、 れによっては られてし

うことがない。

　 川の中～ 部、すなわち 川 いで 成段丘、

状地およ 、 背 地といった地形が見

られる部分に集中して出現する種 である。これら

の種には、 たはさ で基物に し、体を 中

に して する種が多い。

　 部の三 の部分に集中して出現する種

である。これらの種には、 中を しながら

している種が多い。これは、 川が三 地 に

ると が くなり、 の種でも できるよ

うになるた である。

　 が 1 5 上で、岸では 物が見られる

が、 には 物が していない に出現する

種 である。

　 における 種としても、 地におけ

る 種としても 勢な出現が見られ、 ・

地の を する が大きい種 である。

　 内 で、 面に 物が している所お

よ 地において、 の状態で 勢な出現が見ら

れる種 である。

　 原 原 原などのように、 ズ

を主とした 物 落およ 泥 の発 が見られ

る 所に出現する種 である。

　上 の 域に して、 域を 地として し

ている種 である（ と れている）。

　 の い特 の ー である。

　 に 伴し、 った 中にも する種

である。

（ ）

　 出された 化 は、 種が11分類

種であった。これらの 化 は、 域における

種 （ 、 ）に分類された（第 表）。

では、 の 化 集の特 について

る。

　 出された 化 は、44 体であり、 種の

が 出された。 積物 中の は、1 1 10 、

形 の出現 は40 9 であった。 種 は、

（ ） （ ）が 出さ

れた。

　 種 の特 から、 とした 域

を伴う 的 いた が される。

　 化 は、分 ４（ ）から

（ ）が 体 出されたの であった。この か

ら、 化 が しない いた が される。

　なお、野添大辻遺跡第 次調査では、 ～

において 域 種 の 化 が かに 出され、

な 域 が されている（株式会社

所2015）。

（ ）

　野添大辻遺跡第３次調査における基本土 積物

の について 化 を調 た。 の 、分

（６ ）では、 とした 域を伴う

的 いた が された。分 ～ （

～10 ）では 化 がほとんど 出され 、 い

た 積 が された。

1990 による 種 の と

の 東北地 42、 73 88

株式会社 所2015 　第 次・第 次調査にかか

る 分 野添大辻遺跡（第 次）発掘調査報告 、

三重県埋蔵文化財センター

小 正 1988 の 種 の と

の 第 紀 27、 20

　 ・ 井 紀2014 種 の と

３、 30
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1 2 3
4

5 6
7

8

26 物 の 石

1.Pinnularia subcapitata (No.1) 2.Navicula pseudokotschyi (No.1) 

3.Stauroneis obtusa (No.4) 4.Nitzschia brevissima (No.1) 5.Pinnularia borealis (No.1) 

6.Nitzschia perminuta (No.1) 7.Hantzschia amphioxys (No.1) 8.Neidium alpinum (No.1)

物 の 石 出 （ ・ （2014） ）

No. 分類群 種群 1 2 3 4 5 
1 Cymbella spp. ? 1 
2 Hantzschia amphioxys Qa 6 
3 Navicula pseudokotschyi Qa 1 
4 Neidium alpinum Qa 1 
5 Nitzschia brevissima Qb 4 
6 N. perminuta W 9 
7 Pinnularia borealis Qa 16 
8 P. subcapitata Qb 2 
9 Stauroneis obtusa Qb 2 1 
10 Surirella spp. ? 1 
11 S. ulna W 1 

1 陸生Ａ群 Qa 24 
2 陸生Ｂ群 Qb 8 1 
3 広布種 W 10 
4 淡水不定・不明種 ? 2 

合　計 44 0 0 1 0 
完形殻の出現率(％) 40.9 - - 100.0 -

堆積物1g中の殻数(個) 1.1E+4 - - 5.2E+2 -
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 株式会社 ・ 　 　 　

（ ）

　三重県度会郡大紀町野添に所在する野添大辻遺跡

は、宮川右岸の段丘上に する 文時代と中世の

集落遺跡である。この遺跡の を するた

に土 が された。 では、 に して

行った ン ・ ー 分 の を し、

物 について した。

（ ）

　分 は、 北西 土 面から された

である（第４表）。これらの について、

の で分 を行った。

　 した を 、 する（

重 ）。別に （ ）を ー ー

ーにとり、 0 02 の ーズ（ 0 04 ）

を える。これに30 の過 化 を 20～30

え、 機物 を行う。 、 を え、

ーによる の分 、

により0 01 の を する。この より

リセリンを いて ー を し、

した。 およ は、機 体に 来

する ン ・ ー について、 ーズが

300 に する で行った。 た、 状態の

な 物 体を んで を り、 版に せた。

（３）

　 ・ された 物の ン ・ ー

と ーズ の から 当りの

ン ・ ー を （第 表）、分布

を第27 に した。 に す 分類 の ン

・ ー は、 当りの 出 であ

る。

　 の 、 型機 体、

型機 体、 のタ 機 体、

シ 機 体、 機 体、

シ 機 体の６種類の機 体

が確認できた。10 では 型機 体

の 出が も多く、14 700 である。次いで

型機 体が12 100 、 シ 機

体が4 000 、 機 体が1 300

となる。 になると、 型機

体が 著に し、113 000 となる。 の では

型 のタ 、 、 シ の機

体の 出も見られた。なお、 型

機 体は 上の でさらに して

おり、238 700～708 000 である。 と で

出が目立つのは シ 機 体で、

では117 700 、 では106 000 である。６

では シ 機 体の 出が見られ、4 000

である。 た、 の に形成される

の 出も見られた。

（ ）

　10 では 型機 体の 出が も

多く、次いで 型機 体の 出が目

立つ。よって、当時の段丘上は の

類が がり、 シ を伴う で

あったと われる。 になると 型機

体の が著しい。この時期には の

類が段丘 で分布を拡大させていたと われ

る。 型機 体は 上の に

おいて にあり、 積 、段丘上で

的に分布を ていたと えられる。 から

の 積時期になると シ 機 体の

出が える。この時期は の シ

が段丘上に がっており、 部に 原的な

が 在していた がある。６ では シ 機

体の 出が見られた。この時期は

物の シ が できる な 所が段丘上の 部

に 在していた がある。 た、６ では

の に形成される 物 体（ ）の

出も確認できた。 するように、 の

出についてはいくつかの が えられる。

　とこ で、野添大辻遺跡では 次調査において、

の分 と の で 分

が行われている（株式会社 所2015）。

次調査の 物 体分 の と の を

ると、10 において が多く 出する 、

上の で が する は する。

異なるのは、 次調査で において シ

の 出が見られたが、 の分 では シ の 出

が確認できていない である。これには、 所の
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いにより が じた が えられる。すなわ

ち、 次調査の分 地 と の分 地 はおよ

600 れており、 方では シ が できるよう

な な 所が 在したが、 方では シ が

するような 原的な が がっていたなど、

じ段丘上でも 所によって 異なった が

在していたのではなか うか。さらに、 の分

では６ において の 出が見られた。

次調査では は確認されておら 、 の

出も 次調査の と異なる である。６ には

が じっており、上面が中

世遺構 出面であるが、この６ における の

出についてはいくつかの が えられる。例え

、 を ６ が 積した 、

世の などで が じり んだ 、

を ６ が 次的に 積した

ときに の も じり んだ などである。

株式会社 所2015 　第 次・第 次調査にかか

る 分 野添大辻遺跡（第 次）発掘調査報告 、

三重県埋蔵文化財センター、 32 52

27 遺跡 ３ 調査 物

１ の ・

イネ穎破片 ネザサ節型 ササ属型 他のタケ亜科 ヨシ属 キビ族 ウシクサ族 棒状珪酸体

（個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ） （個/ｇ）

６層 2,000 708,000 14,200 10,100 4,000 38,400  99,100  8,100 

７層     0 380,500  6,900  8,700     0  8,700 106,000 20,800 

８層     0 238,700 14,700  4,900     0 21,300 117,700 44,100 

９層     0 113,000 17,000  4,600     0  7,700  17,000      0 

10層     0  12,100 14,700      0     0  1,300   4,000      0 
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28 遺跡 ３ 調査から 出 物

１.ウシクサ族機動細胞珪酸体（７層）　　　２.ネザサ節型機動細胞珪酸体（７層） 

３.キビ族機動細胞珪酸体（７層）　　　　　４.ササ属型機動細胞珪酸体（10層） 

５.他のタケ亜科機動細胞珪酸体（７層）　　６.ヨシ属機動細胞珪酸体（６層） 

７.イネ穎破片（６層）

1-a

4-a

4-b

5-a

5-b 7

6-a

1-b 2-b 3-b

2-a 3-a
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（ ） 野 （第 ）

　第３次調査では掘立柱建物・柱列、井戸、土坑

が確認された。特に、掘立柱建物は調査 南 に

される熊野脇道を した建物 となっている。

これらの建物の時期は15世紀 ～16世紀 と

えられる。

　第 次調査においても掘立柱建物は熊野脇道を

した が見られた。第 次調査 ・ では

通状の道路遺構が確認されており、熊野脇道から

する 道で集落内の 地 を するもの

と えられる。

（ ）

　 第 次報告 において、井戸と掘立柱建物の

関 から 地の内部構成が えられている。

　 井戸 2035が見つかった第 次調査３ で

は 熊野脇道との 関 などから、調査 の西

に主 が 在したと される。なお、 2035

の出土遺物には がある。類例に京都市

本 跡のものがあり、15世紀中 の 井戸から

出土している（ ）。

　第 次調査 28、 34は井戸の東 で遺構が

となる。 95は井戸の南 に柱穴が集中し、

建物が 在する が いと される。

　第３次調査では、 では 井戸 3004（16

世紀 ）の南西 に掘立柱建物・柱列があり、建

物 に土坑と が見られる。遺物はこの

から集中して出土おり、 中央から西 で遺

構・遺物が となる。なお、 3009は14世紀

で上記の遺構より 行すると えられ、 時期の

遺構・遺物は に確認されなかった。

29 遺 （1 800）
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　 では 井戸 3015（16世紀 ）が調査

北東 に し、 の南西に掘立柱建物、土坑、

が見られ、遺物はこの から集中して出

土する。調査 中央から西 にかけて出土遺物は見

られない。この間については、小穴が多く見られる

が近現代の による が多くを ているた

、中世の遺構 度は と えられる。

　３ では掘立柱建物が調査 北東に し、 の

に が見られる。建物より南西 では遺

構が になる。

　これ での調査成 を 的に すると、野添

大辻遺跡における中世 期の 地の内部構 は、

建物の北東・東 に井戸を する が見られる。

た、第３次調査で確認された掘立柱建物は40

の間 で されていることが できる。

間 で 地が られ、 地に建物と井戸が

される内部構 であったと えられる。

　

（ ）

　泥塔 は平 時代 から 時代にかけて天

、 、 などの が 主となり、

調 、 気平 、 の を えるた に土

の小塔を し した である（ ）。平 時

代には 泥塔 にのっとり、泥塔が られ

たことが 塔 経 に かれていて、

こうした に基 き される（３）。 者 が

主となり泥塔を し、 などの 施

して ることで を行ったと えられる。この

時期の泥塔は 所で多 と り発見される特

がある。

　室町時代 になると、 国的に で発見され

る事例が することから、この時期の泥塔は

された に 通し ると される。さらに、遺

№ 所在地 発見場所 発見状況 分類 遺構の時期
長さ
（㎝）

底部幅
（㎝）

最大厚
（㎝）

底部孔
形態

底部孔幅
（㎝）

底部孔深
（㎝）

宝塔軸部の
梵字・仏

出典等

1 三重県伊勢市 松原泥塔出土遺跡 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 10.4 5.6 2.5 － － － 梵字（キリーク） 註４・14

2 三重県伊賀市 将軍塚１号
塚状遺構（石に
囲まれ安置）

偏平舟形光背宝塔Ⅰ型
15世紀後半～
16世紀前半

9.5 4.9 1.7 無 梵字（キリーク） 註７

3 三重県伊賀市 常福寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 9.5 4.6 1.7 － － － 梵字（キリーク） 註４

4 三重県名張市 貴福寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 9.6 4.7 1.6 － － － 梵字（キリーク） 註４

5 三重県名張市 丈六寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 不明 註４

6 奈良県奈良市
平城京左京四条六坊
十四坪・奈良町遺跡　
第424次

井戸SE16出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 17世紀前半 （4.8）（4.2）（1.8） － － － 不明 註８

7 奈良県桜井市 山田寺 溝SD223出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 13～15世紀 （5.2） － （1.8） － － － 不明 註10

8 奈良県桜井市 文殊山 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 不明 註４

9

奈良県高市郡
高取町

束明神古墳　 盗掘坑出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 15世紀 9.7 4.5 1.6 無 梵字（キリーク）

註９

10 束明神古墳 盗掘坑出土 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 15世紀 9.9 4.9 1.6 無 梵字（キリーク）

11
奈良県吉野郡
吉野町

金峯山寺 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 － － － － － － 梵字（キリーク）
吉野町立吉野歴史資料館
展示

12
鳥取県東伯郡
琴浦町

船上山麓 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅰ型 10.4 5.1 1.9 無 梵字（キリーク） 註２

13 愛知県清須市 清州城下町遺跡 溝SD4039出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型
15世紀後半～
16世紀初頭

（6.8） 3.4 2.1 有　不明 － －
梵字（ウン、タラーク）
阿閦如来
虚空蔵菩薩

註11

14 愛知県愛西市 木曽川左岸 表採 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 （5.6）（3.2） 1.9 有　円形 0.4 0.2 多宝如来坐像 註15

15 三重県亀山市 正法寺山荘跡 遺物包含層出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型
15世紀後半～
16世紀前半か

7.6 3.4 1.6 無 多宝如来坐像 註12・15

16 三重県松阪市 宝蔵寺跡 不明 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 （8.3） 4.4 （2.5） 有　楕円形 0.4×0.2 － 梵字 註16

17 三重県伊勢市 等観寺 伝世品 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 8 3.4 2 有　円形 0.4 0.5以上 多宝如来坐像 註15・17

18
三重県度会郡
大紀町

野添大辻遺跡 柱穴出土 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 16世紀前半 8.7 3.5 2 有　楕円形 0.4×0.3 2.3
梵字（ア）
多宝如来坐像

本報告

19
京都府相楽郡
笠置町

笠置寺経塚 表採 偏平舟形光背宝塔Ⅱ型 － － － 有　円形 － － 多宝如来坐像
註15、京都府立山城郷土資
料館展示

さ 部幅 大 の 　 内の は を す。　 は 明を す。　
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跡の出土事例では の 施 にも集落跡

で発見される。泥塔 が の なら

と り、 の泥塔で を行う 形態 と

化したことが される（４）。

（ ） （第 ）

　野添大辻遺跡出土泥塔の分 にあたり、 地の泥

塔を分類し、 の分布状 から する。泥塔の分

類は により 的な分 がなされており、大き

くはこの分類に うが 部名 に 正を えた。泥

塔は立体形と偏平形の つに分けられる（ ）。

　　方形、 形のもので立体的に塔を表現

したもの。

　　 状で 面あるいは 面に塔を平面的

に表現するもの。塔の形 種 が をもって表現

するものも 。

　野添大辻遺跡の泥塔は偏平泥塔に分類される。

た、三重県内における中世 期 の泥塔は偏平泥

塔であるた 、こちらの な分 を る。偏平

泥塔は大きく３つに分類される。

　 　　 で 塔形を表現し、

面あるいは 面の に 大種が 字 つ され

るもの。さらに、構 により つに 別される。

　 　　梵字あるいは梵字と字だ

けもの。 6 5 が 型、 ～10 が 型

となる。

　 　　梵字あるいは梵字と字、

が施されるもの。

　 　　 で宝塔を表現し、 面あ

るいは 面に梵字、字が されているもの。

　 　　舟形光背形の土版に宝

塔形が表現され、塔 に梵字を したもの。

　野添大辻遺跡の泥塔は偏平舟形光背宝塔形に 当

する。 の分類では偏平舟形光背宝塔形の 別は

なされていないが、 別により地域的な が

できるた 、 者が の通り分類を行った。

　 　　舟形光背形の土版で

面形が偏平なもの。正面には い で宝塔が

表現され、宝塔の軸に梵字が見られるもの。

　 　　舟形光背形の土版で

面形は正面が立体で、背面と 面、 部が偏平

なもの。正面には立体的に宝塔が表現され、宝塔の

軸に梵字 が見られるもの。野添大辻遺跡の泥塔

は偏平舟形光背宝塔 型にあたる。

（３） （第 ）

　偏平泥塔の内、偏平舟形光背宝塔 型は12例、偏

平舟形光背宝塔 型は 例確認できる。偏平舟形光

背宝塔 型は 県と三重県の伊 地で多くの分

布が見られる。 地域 の がりは 県 上

で の であることから、 から伊 地域の

的 い地域が 通の分布であったと えよう。

　偏平舟形光背宝塔 型は三重県の伊勢地域を中心

に分布し、愛知県 地域 京都府 地域にも

がりを見せる。偏平舟形光背宝塔 型と に い

地域が 通 と えられ、この の地域では 型

の泥塔は確認できていない。

　偏平泥塔の分布は、偏平 塔形は 県から

県・ 知県と い で見られ、偏平 宝塔形

は 県が中心となる（６）。さらに、発見基 では偏

平 塔 ・ 型、偏平 宝塔形は 所から

多 と り発見される例が多く、偏平 塔

型は で発見される特 があると される。30 （1 2）
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（ ）

　野添大辻遺跡の泥塔は掘立柱建物の柱穴から正立

状態で出土した。柱の き り に柱穴 され

たものと えられる。偏平舟形光背宝塔型泥塔の出

土状 を と 、時期 出土遺構の を する。

　　 状遺構より偏平

舟形光背宝塔 型泥塔が出土。 状遺構の中心部に

おいて表土 30～40 の で に れて され

た状態が確認された。中心部の表土 25 で陶器

類、50～60 で土師器皿が出土しており、15世紀

～16世紀 のものと えられる（ ）。

　　調査では ～ 戸時代 での遺構・遺

物が確認された。井戸 16から偏平舟形光背宝塔

型泥塔と17世紀 の土師器、 土器、陶器

が出土している。泥塔の上部が し 、宝 が

確認できる（ ）。

　　中世の 掘坑の

近で偏平舟形光背宝塔 型泥塔 基が かれた

状態で出土。 掘坑の 積土からは15世紀のものと

えられる小型 器椀が出土しており、 時期のも

のと される。泥塔は 掘 に のた に か

れたものと見られる（ ）。

　なお、 基の泥塔は正面に宝塔と梵字（ リー ）

がある構 となるが、宝塔の形態に いが見ら

れる。別型で 成されたものと えられる。

　　13世紀～15世紀の土器

を 223から偏平舟形光背宝塔 型泥塔が出

土。泥塔は上 分が しており宝 、 、宝 、

、 が確認できる（10）。

　　 条川に

行して けられた 4039から 体で偏平舟形光

背宝塔 型が出土。 4039は 条川の 川 間

と 域の とされ、遺構 の状 から

町 期（15世紀 ～16世紀 ）と けられ

る。

　 条川の時期は15世紀 から16世紀 と見

られる。出土遺物には 経 経、

経を書 した 塔 、 の のある があ

り 的な であった事が される（11）。

　泥塔には宝塔、梵字、 が立体的に表現されてお

り、野添大辻遺跡の泥塔と類 する。しかし、宝塔

の軸内には （ 如来、 蔵 ）と れぞ

れの 上には梵字があり、構 に 異が見られる。

　　第 次調査の

より偏平舟形光背宝塔 型が出土。 跡

期（15世紀 ～16世紀 ）と 跡 （13

世紀）の 期の遺構が確認された（12）。 の遺跡にお

ける偏平泥塔の時期を えると、 者の時期にあ

たると えられる。泥塔には宝塔、 像が確認でき、

梵字の は 明 であるが、野添大辻遺跡と 型

のものである。

　　 経 は

時代からの の で、平 時代 期の土

経 経 、 、 の 遺物

がある（13）。偏平舟形光背宝塔 型が表 されている

が、時期は 明である。泥塔には宝塔、 像が確認

でき、梵字の は 明 であるが、野添大辻遺跡

と 型のものである。

　 上の出土事例の から、偏平舟形光背宝塔

型は15～16世紀が 現で17世紀 で し、偏平舟

形光背宝塔 型は15～16世紀のものと えられる。

出土状 を整 すると 、経 、 状遺構といっ

た に関する 、 町 町、集落といった

に関する に分類できる。 者でも野添大辻遺

跡 町遺跡は 域における に関わる

ものであ う。

　偏平 塔 型についても上記のような つ

の出土 ターンが されており、中世 期におけ

る泥塔 の特 と けることができる。

　泥塔は中世 期において による に

されていたが、中世 期には の 施 （

れに関 する施 ）で された に地域 通し、

地で地 に されたと えられる。よ

り の で がる中で、 の中心が

こうした と 化したと見られる。出土事例が

されることからも、 的上 の

が いたものであっただ う。

（ ）

　野添大辻遺跡は熊野脇道 いの 的な 村であ

るが、出土遺物には 泥塔といった重要遺

物が見られる。 は京 といった都市部、地方
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では 、 などの集 地で出土が多く、

集落には見られないという。こうした出土遺物の

特 から 近に 者の が 在したこと 上

の ・ にあたる 物の 在が えられる。

　 た、こうした重要遺物の 通の背 として、多

気と 伊勢・熊野の となる集落であったこと

、伊勢地域に所在する 国 の経 都市である

の が される。都市部からの経 的・文

化的 が野添大辻遺跡のような 道 い集落 も

していたのであ う。

　

　野添大辻遺跡の発掘調査によって、宮川中 域の

段丘上に する 文時代 期の集落、中世におけ

る熊野脇道 いの集落の が明らかとなった。 、

工事に伴う立会調査も 時 するが、本報告にお

いて りとなる。

　本報告では偏平舟形光背宝塔型泥塔の の に

ったが、偏平泥塔の出現時期と分布、出土状

を近年の出土事例を えて を行うことが

である。 別の分 では、泥塔は型 りという特

から 型品の が と える。遺跡 地域間で

の 型品の特 により、 と 通の実態がより

に現れ、地域社会の が き りとなることであ

う。 た、 泥塔といった重要遺物につ

いて 国的な 、 を ることで本地域と熊

野脇道を行きかう の がより 明なものになる

であ う。

（ ）財 京都市埋蔵文化財 所 　 本

跡 京都市内遺跡発掘調査報告 、京都市文化市 、

2015年

（ ） 　大 泥塔の を ぐる 、 の につい

て 集 、 会野

記 文編集 会、1986年

（３）伊 泥塔 小 宮 物 紀

要 、 宮 物 、1996年

村 塔と泥塔 版 第 巻特 上 、

雄 出版株式会社、1971年

小塔 第３巻 塔・塔 、雄

出版株式会社、1976年

版 第 巻特 上 、雄

出版株式会社、1971年

（４） 　大 偏平形泥塔について 県 文

集 、 県 会10 年記 文集編集 会、

1989年

　大 偏平形土 塔の を ぐって 中世

と 、 次 記 文集 行会、1994

年

（ ） ４

（６） ４

（ ） 川  北出  　 伊 の 伊

土 、伊 土 会、1982年

（ ） 市 会 ３ 平 京 京 条

・ 町遺跡の調査　第424次 市埋蔵文化財調査

要報告書 平成11年度、2001年

（ ） 上 編 明 の 原 所

成  第 、 県立 原 所、1999年

（10） 立行 文化財 所 文化財 所

発掘調査報告 文化財 所 報第63 、2002年

（11）財 愛知県埋蔵文化財センター 町遺

跡 、1994年

（12）関町 会 跡正 跡発掘調査報告　

和59年度 関町埋蔵文化財調査報告 、1985年

（13）京都府立 土 南 の と文化

24、2002年

（14） 　 242　 原泥塔出土遺跡 伊勢市 第

６巻 編、伊勢市、2011年

（15）伊 泥塔 小 宮 物 紀要

、 宮 物 、1993年

（16） 市 編さん 会  市出土の泥塔

市 第３巻 編 代・中世、1980年

（17）伊勢市立 土 伊勢の経 特別  第

、1991年

三重県伊勢市出土の泥塔について 代文化

第56巻第 号、財 代 会、2004年
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写
真
図
版
１

宮川北岸からの遺跡遠望（北から）

作業風景（北東から）
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写
真
図
版
２

１・２区調査前状況（北東から）

２・３区調査前状況（南西から）
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写
真
図
版
３

１区全景（南西から）

２区全景（北東から）
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写
真
図
版
４

３区全景（南西から）

１区掘立柱建物・柱列完掘状況（北東から）
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写
真
図
版
５

１区掘立柱建物・柱列完掘状況（南東から）

２区掘立柱建物完掘状況（南東から）
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写
真
図
版
６

ＳＺ3010検出状況（南から）

ＳＥ3004検出状況（北西から）
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写
真
図
版
７

ＳＥ3004半裁状況（南から）

ＳＥ3004石組半裁状況（南から）
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写
真
図
版
８

Ｑ３ Pit１出土状況（北から）

ＳＥ3015掘削状況（南から）

ＳＫ3020上部石材出土状況（北から）

ＳＫ3020底部石材出土状況（北から）

ＳＥ3009掘削状況（北から）

ＳＫ3018完掘状況（北西から）

ＳＫ3020下部石材出土状況（北から）

ＳＺ3010完掘状況（北から）
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遺物４・10・13・17・18・20・21・24

2421

2018

1713

104
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遺物25・27・28・29・33・37・43・44・48・54

5448

4443

3733

2928

2725

　 53 　



写
真
図
版
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遺物59・60・61・64～70・78

787069

6867

6665

6461

6059
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　泥塔は掘立柱建物の柱穴内で正立した状態で出土した。本遺跡出土のものは偏平舟形光背宝塔型
泥塔に分類される。泥塔正面には宝塔が立体的に表現され、宝塔の軸には梵字、多宝如来坐像が見
られる。泥塔の形態は地域によって異なるが、本遺跡より出土したものの類例は三重県を中心とし、
愛知県西部から京都府南部にかけて分布することが判明した。
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